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1
．
問
題
の
所
在 

 

令
和
７
年
９
月
２
５
日
開
催
の
第

１
０
６
回
学
長
選
考
・
監
察
会
議
に

お
い
て
、
学
内
意
向
投
票
の
結
果
と

異
な
る
候
補
者
が
学
長
候
補
者
に
選

定
さ
れ
た
。
学
内
意
向
投
票
で
は
、
１

位
候
補
が
８
８
２
票
、
２
位
候
補
が

４
２
０
票
と
、
２
倍
を
超
え
る
差
が

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
２
位
候

補
が
選
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
学
内
の

民
意
を
無
視
し
た
決
定
と
言
わ
ざ
る

を
え
な
い
。 

こ
う
し
た
決
定
が
な
さ
れ
る
こ
と

自
体
は
、
制
度
上
あ
り
う
る
こ
と
で

あ
る
。
国
立
大
学
法
人
法
第
１
２
条

は
、
学
長
の
選
考
を
「
学
長
選
考
・
監

察
会
議
」
が
行
う
と
定
め
て
お
り
（
第

２
項
）、
意
向
投
票
に
つ
い
て
は
法
律

上
の
規
定
が
な
い
。
す
な
わ
ち
、
意
向

投
票
は
法
的
拘
束
力
を
持
た
ず
、
最

終
的
な
選
考
権
限
は
学
長
選
考
・
監

察
会
議
に
あ
る
。 

し
か
し
、
意
向
投
票
に
拘
束
さ
れ

な
い
こ
と
と
、
説
明
責
任
か
ら
免
れ

る
こ
と
は
別
問
題
で
あ
る
。
学
内
の

民
意
を
覆
す
決
定
を
し
た
以
上
、
そ

の
プ
ロ
セ
ス
は
通
常
以
上
に
丁
寧
に

説
明
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
説
明
を
担
保
す
る
た
め
の
議
事

記
録
の
作
成
は
、
公
文
書
管
理
法
第

４
条
の
法
的
拘
束
の
下
に
あ
る
。
意

向
投
票
に
は
法
的
拘
束
力
が
な
く
と

も
、
議
事
記
録
に
は
法
的
義
務
が
あ

る
。
問
題
は
、
そ
の
決
定
過
程
を
私
た

ち
、
あ
る
い
は
将
来
の
若
い
世
代
が

検
証
で
き
る
か
ど
う
か
に
あ
る
。 

大
学
が
公
開
し
た
「
議
事
概
要
」

（
令
和
７
年
９
月
２
５
日
付
）
お
よ

び
「
学
長
候
補
者
の
選
定
に
つ
い
て
」

（
令
和
７
年
１
１
月
２
６
日
付
、
以

下
「
議
長
説
明
文
」）
を
見
る
と
、
投

票
結
果
の
具
体
的
な
数
字
が
な
く
、

発
言
内
容
も
「
主
な
意
見
」
と
し
て
要

約
・
整
理
さ
れ
て
お
り
、
ど
の
よ
う
な

議
論
を
経
て
結
論
に
至
っ
た
の
か
、

追
跡
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ

る
。 

 2
．
法
的
枠
組
み 

：
公
文
書
管
理
法
の
観
点
か
ら 

 

2
．
1 

公
文
書
管
理
法
第
1
条 

（
目
的
） 

公
文
書
管
理
法
第
１
条
は
、
そ
の

目
的
を
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。 

「
国
及
び
独
立
行
政
法
人
等
の
諸

活
動
や
歴
史
的
事
実
の
記
録
で
あ
る

公
文
書
等
が
、
健
全
な
民
主
主
義
の

根
幹
を
支
え
る
国
民
共
有
の
知
的
資

源
と
し
て
、
主
権
者
で
あ
る
国
民
が

主
体
的
に
利
用
し
得
る
も
の
で
あ
る

こ
と
に
か
ん
が
み
、
国
民
主
権
の
理

念
に
の
っ
と
り
、（
中
略
）
国
及
び
独

立
行
政
法
人
等
の
有
す
る
そ
の
諸
活

動
を
現
在
及
び
将
来
の
国
民
に
説
明

す
る
責
務
が
全
う
さ
れ
る
よ
う
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。」 

 ２
．
２ 

公
文
書
管
理
法
第
4
条
（
文

書
の
作
成
） 

こ
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
、
第

４
条
は
、
意
思
決
定
の
過
程
を
「
合
理

的
に
跡
付
け
、
又
は
検
証
す
る
こ
と

が
で
き
る
」
よ
う
記
録
を
作
成
す
る
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今
回
の
学
長
選
考
の
結
果
に
つ
い
て
、
職
員
組
合
人
文
・
法
・
経
済
学
部
分
会
の
組
合
員
か
ら
寄
稿
し
て
頂
い
た
論
稿
（
１
２

月
５
日
付
）
を
掲
載
し
ま
す
。
分
会
を
越
え
て
寄
稿
し
て
頂
き
ま
し
た
組
合
員
の
方
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。 

学
長
選
考
・
監
察
会
議
が
公
開
し
た
「
議
事
概
要
」
お
よ
び
教
授
会
か
ら
の
説
明
要
請
を
受
け
て
発
表
し
た
三
輪
正
明
議
長

名
の
文
書
「
学
長
候
補
者
の
選
定
に
つ
い
て
」
に
示
さ
れ
て
い
る
説
明
に
関
し
て
、
公
文
書
管
理
法
を
ベ
ー
ス
と
し
、
本
学
の
事

例
と
同
じ
く
、
２
０
２
４
年
１
月
、
意
向
投
票
第
２
位
の
候
補
適
任
者
を
学
長
候
補
者
と
し
て
選
出
し
た
千
葉
大
学
学
長
選
考
・

監
察
会
議
の
議
事
録
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
当
該
の
説
明
の
不
備
が
明
確
な
形
で
示
さ
れ
て
い
ま
す
。、
合
せ
て
、「
透
明
性
確

保
」
の
必
要
性
が
具
体
的
な
形
で
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
結
論
と
し
て
示
さ
れ
た
2
点
の
要
望
は
、
教
育
学
部
教
授
会
決
議
に
あ

る
「
具
体
的
な
説
明
を
求
め
る
」
の
具
体
的
な
内
容
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

今
号
に
は
、
組
合
員
（
教
育
学
部
分
会
）
の
意
見
も
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今
後
共
、
組
合
員
に
限
ら
ず
、
教
職
員
の
方

か
ら
の
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

寄
稿 

学
長
選
考
・
監
察
会
議
の
記
録
に
関
す
る 

透
明
性
確
保
の
要
望
に
つ
い
て 

 

―
 

千
葉
大
学
の
対
応
を
参
照
し
て ―

 

 

 
 

 

 



 
 

（2） 
 

こ
と
を
求
め
て
い
る
。
国
立
大
学
法

人
は
「
独
立
行
政
法
人
等
」
と
し
て
同

法
の
適
用
を
受
け
る
（
同
法
第
２
条

第
２
項
、
第
１
１
条
）。 

な
お
、
内
閣
府
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、

公
文
書
管
理
法
第
４
条
は
「
議
事
録

又
は
議
事
概
要
の
作
成
を
一
律
に
求

め
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ら

の
資
料
が
作
成
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

を
も
っ
て
直
ち
に
公
文
書
管
理
法
第

４
条
に
違
反
す
る
と
い
う
こ
と
に
は

な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。
同
時
に

「
会
議
体
の
目
的
及
び
性
格
等
に
よ

り
、
議
事
内
容
を
記
録
す
る
必
要
が

あ
る
か
、
記
録
す
る
場
合
に
ど
の
程

度
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
る
必
要
が

あ
る
か
は
異
な
る
」
と
し
、「
会
議
体

と
し
て
意
思
決
定
を
行
う
か
、
情
報

交
換
に
留
ま
る
も
の
か
否
か
」
を
基

準
と
し
て
示
し
て
い
る
。 

 2
．
3 

学
長
選
考
・
監
察
会
議
の 

性
格 

学
長
選
考
・
監
察
会
議
は
、
内
閣
府

の
示
す
基
準
に
照
ら
し
て
、
詳
細
な

記
録
が
求
め
ら
れ
る
会
議
体
に
該
当

す
る
。 

1. 

意
思
決
定
を
行
う
会
議
体
： 

学
長
候
補
者
の
選
定
と
い
う
最

終
的
な
意
思
決
定
権
限
を
持
つ

（
単
な
る
情
報
交
換
や
諮
問
機
関

で
は
な
い
）。 

2. 

大
学
運
営
上
最
重
要
の
意
思

決
定
：
学
長
は
大
学
の
最
高
責

任
者
で
あ
り
、
そ
の
選
考
は
大

学
運
営
の
根
幹
に
関
わ
る
。 

3. 

国
立
大
学
法
人
法
に
基
づ
く

法
定
機
関
：
法
律
に
根
拠
を
持

つ
正
式
な
機
関
で
あ
り
、
そ
の

決
定
は
法
的
効
力
を
持
つ
。 

 2
．
4 

大
学
に
お
け
る
意
味 

大
学
に
置
き
換
え
て
こ
の
法
の
趣

旨
を
考
え
れ
ば
、
教
職
員
・
学
生
が
主

体
的
に
利
用
し
、
検
証
で
き
る
記
録

が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
検
証
結
果
を
、
将
来
の
世
代
に
伝

え
る
権
利
と
義
務
を
、
私
た
ち
自
身

が
負
っ
て
い
る
。
学
長
選
考
と
い
う

最
重
要
の
意
思
決
定
に
つ
い
て
、
構

成
員
が
検
証
で
き
な
い
の
で
は
、
大

学
の
自
治
は
空
洞
化
す
る
。 

 3. 

公
開
さ
れ
た
文
書
の
検
討 

 

大
学
は
、
第
１
０
６
回
学
長
選
考
・

監
察
会
議
に
関
し
て
、
①
「
議
事
概

要
」（
令
和
７
年
９
月
２
５
日
付
）、
②

「
学
長
候
補
者
の
選
定
に
つ
い
て
」

（
議
長
説
明
文
、
令
和
７
年
１
１
月

２
６
日
付
）
の
２
つ
の
文
書
を
公
開

し
た
。
議
長
説
明
文
は
、「
審
議
過
程

に
お
け
る
主
な
意
見
等
を
詳
細
に
記

載
し
、
新
潟
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

公
表
す
る
こ
と
で
、
審
議
の
透
明
性

の
確
保
、
審
議
内
容
の
積
極
的
な
説

明
を
行
っ
て
き
ま
し
た
」
と
自
己
評

価
し
て
い
る
。
し
か
し
、
以
下
に
示
す

よ
う
に
、
こ
の
評
価
に
は
重
大
な
疑

問
が
あ
る
。 

 3
．
1 

議
事
概
要
の
問
題
点 

⑴ 

投
票
結
果
の
秘
匿 

３
回
の
投
票
に
つ
い
て
、
具
体
的

数
字
が
一
切
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
以
下
の
抽
象

的
表
現
の
み
で
あ
る
。 

・「
有
効
投
票
数
に
白
票
を
加
え
た

数
の
３
分
の
２
以
上
の
票
を
得

た
者
は
な
か
っ
た
」（
第
１
回
・
第

２
回
） 

・「
有
効
投
票
の
過
半
数
の
票
を
得

た
染
矢
俊
幸
氏
が
学
長
候
補
者

に
選
定
さ
れ
た
」（
第
３
回
） 

こ
れ
で
は
、
最
終
決
定
が
僅
差
（
５

対
４
）
で
あ
っ
た
の
か
圧
倒
的
多
数

（
８
対
１
）
で
あ
っ
た
の
か
、
白
票
が

ど
の
程
度
あ
っ
た
の
か
が
判
別
で
き

な
い
。
９
名
の
委
員
に
よ
る
投
票
結

果
を
秘
匿
す
る
合
理
的
理
由
は
見
当

た
ら
な
い
。 

 ⑵ 
発
言
内
容
の
大
幅
な
要
約
・
整
理 

５
時
間
２
８
分
（
１
６
：
０
０
〜
２

１
：
２
８
）
に
及
ぶ
審
議
が
、「
主
な

意
見
」
１
２
件
と
「
そ
の
他
意
見
」
２

件
、
合
計
１
４
件
の
箇
条
書
き
に
圧

縮
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
以
下
の

問
題
が
あ
る
。 

1. 

何
を
「
主
な
意
見
」
と
す
る
か

は
作
成
者
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
、

記
録
自
体
が
一
つ
の
解
釈
行
為

と
な
る
。 

2. 

時
系
列
が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、

ど
の
よ
う
な
議
論
の
経
緯
を
経

て
結
論
に
至
っ
た
か
跡
付
け
が

困
難
。 

3. 

意
向
投
票
尊
重
派
と
現
体
制

継
続
派
の
意
見
が
ほ
ぼ
同
数
（
各

５
〜
６
件
）
で
両
論
併
記
さ
れ
て

い
る
が
、
実
際
の
議
論
の
比
重
を

適
切
に
反
映
し
て
い
る
か
検
証

不
能
。 

 ⑶ 

分
量
の
不
自
然
さ 

５
時
間
２
８
分
の
審
議
が
A
４

で
２
ペ
ー
ジ
強
（
約
１
、
８
０
０
字
）

に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
後
述
す
る
千

葉
大
学
は
、
約
１
時
間
の
審
議
で
A

４
で
４
ペ
ー
ジ
の
議
事
録
を
公
開
し

て
い
る
。
本
学
の
選
考
会
議
は
５
倍

以
上
の
時
間
を
か
け
、
３
回
の
投
票

と
２
回
の
追
加
面
談
を
行
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
分
量
は
半
分
以
下
で

あ
る
。
個
々
の
発
言
を
時
系
列
で
記

録
し
て
い
れ
ば
、
９
〜
１
５
ペ
ー
ジ

に
な
る
は
ず
で
あ
り
、
現
状
の
分
量

は
不
自
然
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。 

 3
．
2 

議
長
説
明
文
の
問
題
点 

⑴ 

後
付
け
の
説
明
は
議
事
記
録
の

代
替
に
な
ら
な
い 

議
長
説
明
文
は
、
学
内
か
ら
の
批

判
を
受
け
て
２
か
月
後
（
１
１
月
２

６
日
）
に
公
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
会
議
当
日
に
作
成
さ
れ
た
議

事
記
録
で
は
な
く
、
事
後
的
な
「
説
明
」

に
す
ぎ
な
い
。
公
文
書
管
理
法
が
求

め
る
「
跡
付
け
・
検
証
可
能
性
」
は
、

会
議
時
点
で
作
成
さ
れ
た
記
録
に
よ

っ
て
担
保
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、

後
付
け
の
説
明
文
で
代
替
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。 

 ⑵ 

「
詳
細
に
記
載
」
と
い
う
自
己
評

価
の
妥
当
性 

議
長
説
明
文
は
「
審
議
過
程
に
お

け
る
主
な
意
見
等
を
詳
細
に
記
載
し
」

と
述
べ
て
い
る
が
、
後
述
す
る
千
葉

大
学
の
議
事
録
と
比
較
す
れ
ば
、
こ

の
自
己
評
価
が
妥
当
で
な
い
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
千
葉
大
学
は
個
々

の
発
言
を
時
系
列
で
記
録
し
、
投
票

結
果
も
「
８
票
・
６
票
・
０
票
・
白
票

０
」
と
明
記
し
て
い
る
。
こ
れ
が
「
詳

細
」
の
具
体
的
水
準
で
あ
る
。 

 ⑶ 

検
証
不
能
な
主
張 

議
長
説
明
文
は
「
各
委
員
が
そ
れ

ぞ
れ
の
考
え
に
基
づ
き
熟
慮
を
重
ね
、

５
時
間
を
超
え
る
議
を
尽
く
し
」
と

述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
「
熟
慮
」

や
「
議
を
尽
く
し
た
」
過
程
を
検
証
で

き
る
記
録
が
存
在
し
な
い
以
上
、
こ

の
主
張
は
検
証
不
能
で
あ
る
。
主
張

の
正
当
性
を
示
す
た
め
に
も
、
詳
細

な
議
事
記
録
の
公
開
が
必
要
で
あ
る
。 

 4
．
千
葉
大
学
と
の
比
較 

 

千
葉
大
学
は
令
和
６
年
１
月
２
５

日
の
学
長
選
考
・
監
察
会
議
に
お
い

て
、
学
内
意
向
投
票
の
結
果
と
異
な

る
候
補
者
を
選
出
し
た
。
学
内
か
ら

の
批
判
を
受
け
、
同
大
学
は
詳
細
な



 
 

（3） 
 

議
事
記
録
を
公
開
し
た
。
同
種
の
事

案
に
お
い
て
、
同
種
の
機
関
が
、
ど
の

よ
う
な
記
録
を
公
開
し
た
か
は
、「
跡

付
け
・
検
証
可
能
性
」
の
具
体
的
水
準

を
考
え
る
上
で
重
要
な
参
照
点
と
な

る
。 両

大
学
と
も
発
言
者
を
匿
名
化
し

て
い
る
点
は
同
条
件
で
あ
り
、
匿
名

化
と
詳
細
な
記
録
は
両
立
可
能
で
あ

る
。
千
葉
大
学
の
対
応
は
、
学
長
選

考
・
監
察
会
議
と
い
う
会
議
体
に
お

い
て
「
跡
付
け
・
検
証
可
能
性
」
を
確

保
す
る
た
め
の
具
体
的
水
準
を
示
し

て
い
る
。
新
潟
大
学
の
議
長
説
明
文

が
「
詳
細
に
記
載
」
と
自
己
評
価
し
て

い
る
こ
と
は
、
こ
の
比
較
に
照
ら
し

て
妥
当
性
を
欠
く
。 

 5
．「
跡
付
け
・
検
証
」
が 

困
難
な
事
項 

 
現
在
公
開
さ
れ
て
い
る
議
事
概
要

お
よ
び
議
長
説
明
文
か
ら
は
、
以
下

の
点
を
「
跡
付
け
・
検
証
」
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。 

・
各
回
の
投
票
で
各
候
補
者
が
何

票
を
得
た
か
（
僅
差
か
圧
倒
的
多

数
か
） 

・
白
票
が
ど
の
程
度
あ
っ
た
か 

・
議
論
の
過
程
で
委
員
の
意
見
が

ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か 

・
学
内
意
向
投
票
の
結
果
（
８
８
２

票
対
４
２
０
票
）
を
覆
す
に
至
っ

た
具
体
的
な
論
理
展
開 

・「
主
な
意
見
」
と
し
て
整
理
さ
れ

な
か
っ
た
発
言
の
内
容 

・「
熟
慮
を
重
ね
、
５
時
間
を
超
え

る
議
を
尽
く
し
」（
議
長
説
明
文
）

の
実
態 

 

6
．
結
論
と
要
望 

 

公
文
書
管
理
法
は
、
公
文
書
を
「
健

全
な
民
主
主
義
の
根
幹
を
支
え
る
国

民
共
有
の
知
的
資
源
」
と
位
置
づ
け
、

「
現
在
及
び
将
来
の
国
民
に
説
明
す

る
責
務
」
を
果
た
す
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
内
閣
府
の
解
釈
に
よ
れ

ば
、
会
議
体
の
性
格
に
応
じ
て
記
録

の
詳
細
度
は
異
な
る
と
さ
れ
て
お
り
、

学
長
選
考
・
監
察
会
議
は
「
意
思
決
定

を
行
う
会
議
体
」
と
し
て
詳
細
な
記

録
が
求
め
ら
れ
る
類
型
に
該
当
す
る
。 

 

大
学
が
公
開
し
た
議
事
概
要
お
よ

び
議
長
説
明
文
は
、「
審
議
の
透
明
性

の
確
保
、
審
議
内
容
の
積
極
的
な
説

明
」（
議
長
説
明
文
）
と
い
う
自
己
評

価
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
千
葉
大
学
の

議
事
録
と
比
較
す
れ
ば
、「
跡
付
け
・

検
証
可
能
性
」
に
お
い
て
著
し
く
劣

る
。
後
付
け
の
説
明
文
は
議
事
記
録

の
代
替
に
は
な
ら
ず
、「
詳
細
に
記
載
」

と
い
う
評
価
も
妥
当
性
を
欠
く
。 

大
学
に
置
き
換
え
れ
ば
、
教
職
員
・

学
生
が
主
体
的
に
利
用
し
検
証
で
き

る
記
録
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
検
証

結
果
を
将
来
の
世
代
に
伝
え
る
権
利

と
義
務
を
私
た
ち
自
身
が
負
っ
て
い

る
。 以

上
を
踏
ま
え
、
私
た
ち
は
以
下

の
2
点
を
要
望
す
る
。 

1.
3
回
の
投
票
に
お
け
る
各
候
補

者
の
得
票
数
・
白
票
数
の
公
開 

2. 

個
々
の
発
言
内
容
の
時
系
列

で
の
記
録
の
公
開
（
発
言
者
の
匿

名
化
は
千
葉
大
学
同
様
に
許
容

さ
れ
る
） 

学
長
選
考
は
、
大
学
運
営
上
最
も

重
要
な
意
思
決
定
で
あ
る
。
そ
の
過

程
を
教
職
員
・
学
生
が
検
証
で
き
る

こ
と
は
、
大
学
の
自
治
に
と
っ
て
不

可
欠
で
あ
る
。
千
葉
大
学
と
同
等
の

透
明
性
確
保
を
強
く
求
め
る
。 

以
上 

議
事
概
要
と
議
長
説

明
を
読
ん
で 

 

⑴ 

す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
通

り
、
意
向
投
票
の
結
果
は
、
現
在
の
大

学
執
行
部
に
よ
る
大
学
運
営
に
対
し

て
、
教
職
員
が
示
し
た
「
不
信
任
」
の

意
思
表
明
で
あ
る
。
す
で
に
公
示
（
２

０
２
５
年
８
月
２
９
日
）
さ
れ
て
い

る
通
り
、
第
一
位
と
な
っ
た
選
考
候

補
者
（
小
野
寺
理
候
補
）
は
、
投
票
総

数
１
、
５
１
５
票
の
内
、
過
半
数
に
当

る
８
８
２
票
を
獲
得
し
て
い
る
。
こ

の
数
は
、
第
二
位
の
候
補
者
（
染
矢
俊

幸
候
補
）
の
獲
得
し
た
票
数
４
２
０

票
の
約
２.
１
倍
に
あ
た
る
。
特
に
注

目
す
べ
き
は
、
医
歯
学
系
、
医
歯
学
総

合
病
院
、
大
学
本
部
の
常
勤
職
員
を

含
め
、
ほ
と
ん
ど
の
組
織
に
お
い
て
、

第
二
位
を
上
回
る
票
数
を
獲
得
し
て

い
る
点
で
あ
る
。
な
お
、
唯
一
の
例
外

は
「
大
学
本
部
の
常
勤
役
員
及
び
常

勤
教
員
」
で
あ
り
、
染
谷
候
補
１
２
票

に
対
し
て
、
小
野
寺
候
補
１
１
票
で

あ
っ
た
。 

こ
れ
に
対
し
て
、
学
長
選
考
・
監
察

会
議
は
、
現
在
の
大
学
運
営
の
「
持
続

性
・
継
続
性
」
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
、

現
執
行
部
の
メ
ン
バ
ー
を
学
長
候
補

者
と
し
て
選
定
し
た
（
国
立
大
学
法

人
新
潟
大
学
学
長
候
補
者
の
選
定
に

つ
い
て
（
公
示
）、
２
０
２
５
年
９
月

２
６
日
）。
こ
れ
は
意
向
投
票
の
結
果

に
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
結
果
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
結
果
を
出
し
た
以

上
、
そ
の
根
拠
・
理
由
に
関
し
て
、
大

学
構
成
員
に
対
し
て
説
得
的
な
説
明

が
必
要
に
な
る
こ
と
は
論
を
待
た
な

い
。 中

央
教
育
審
議
会
は
、「
国
立
大
学

法
人
等
に
お
け
る
学
長
選
考
」
に
関

し
て
次
の
見
方
を
示
し
て
い
る
。 

「
重
要
な
こ
と
は
、
意
向
投
票
の
結

果
は
あ
く
ま
で
参
考
の
一
つ
で
あ
り
、

学
長
選
考
会
議
が
そ
の
権
限
と
責
任

に
お
い
て
学
長
を
最
終
的
に
決
定
す

べ
き
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」（「
大
学

の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
推
進
に
つ
い

て
（
審
議
ま
と
め
）」
平
成
２
６
年
１

２
月
）。 

し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
学
長
選

項目 千葉大学 新潟大学 
会議時間 約 1時間 約 5時間28分 
投票回数 1回 3回 
議事記録の分量 A4で 4ページ A4で 2ページ強 
発言者の匿名化 あり あり（同条件） 
投票結果の数字 完全公開 

（8票・6票・0票・白票 0） 
秘匿 
 

発言内容の記録  個々の発言を時系列で記録 「主な意見」14件に圧縮 
議論の流れ 時系列で追跡可能 話題ごとに再構成 
事後説明文の有無 不要（議事録で完結） 2か月後に追加公開 

 



 
 

（4） 
 

考
に
お
い
て
、
意
向
投
票
の
結
果
が

ど
の
よ
う
に
「
参
考
」
に
さ
れ
た
の
か
。

こ
の
点
は
依
然
と
し
て
不
明
確
な
ま

ま
で
あ
る
。
こ
の
状
態
が
克
服
さ
れ

な
い
限
り
、
選
考
会
議
は
「
権
限
」
を

行
使
す
る
に
止
ま
り
、「
責
任
」
を
果

た
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の

誹
り
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

上
記
の
「
審
議
ま
と
め
」
に
指
摘
さ
れ

て
い
る
通
り
、
わ
れ
わ
れ
は
、「
大
学

運
営
に
お
い
て
学
長
に
求
め
ら
れ
る

役
割
に
照
ら
し
て
、
そ
の
選
考
方
法

が
十
分
に
適
切
な
も
の
か
ど
う
か
、

慎
重
に
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
」。 

⑵ 

三
輪
正
明
議
長
の
説
明
（「
学

長
候
補
者
の
選
定
に
つ
い
て
」
２
０

２
５
年
１
１
月
２
６
日
）
は
、
今
回
の

選
考
が
合
理
的
で
あ
り
適
切
で
あ
っ

た
と
す
る
立
場
か
ら
の
説
明
に
終
始

し
て
い
る
。
選
考
過
程
の
全
体
を
、
教

職
員
に
よ
る
検
証
が
可
能
な
形
で
、

具
体
的
な
事
実
に
よ
っ
て
示
そ
う
と

す
る
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
総
計

３
回
も
実
施
し
た
と
さ
れ
る
投
票
の

結
果
が
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
そ

の
端
的
な
現
れ
で
あ
ろ
う
。
ま
と
も

な
議
論
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
自

信
の
無
さ
、
数
で
押
し
切
っ
た
こ
と

に
対
す
る
後
ろ
め
た
さ
の
故
で
あ
ろ

う
か
。
投
票
の
結
果
を
示
さ
な
い
で
、

な
ぜ
、「
審
議
の
透
明
性
の
確
保
」
な

ど
と
い
う
言
葉
を
使
う
こ
と
が
で
き

る
の
か
。
強
い
疑
問
を
感
じ
る
。 

⑶ 

こ
の
点
に
関
連
し
て
、
意
向

投
票
の
結
果
が
報
道
さ
れ
、
広
く
国

民
に
知
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
数

字
の
独
り
歩
き
」
と
し
て
警
戒
す
る

発
言
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（「
第
１
０

６
回 

学
長
選
考
・
監
察
会
議
議
事
概

要
」（
２
０
２
５
年
９
月
２
５
日
）。
こ

の
発
言
は
、
こ
の
会
議
の
閉
鎖
的
性

格
を
端
的
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
。 

⑷ 

議
長
の
説
明
に
は
、
今
回
の

選
考
会
議
に
関
し
て
、「
熟
慮
を
重
ね
、

５
時
間
を
超
え
る
議
論
を
尽
く
し
」、

「
慎
重
に
検
討
」、「
厳
正
な
プ
ロ
セ

ス
」
等
の
言
葉
が
並
ん
で
い
る
が
、
説

明
内
容
、
示
さ
れ
て
い
る
事
実
の
貧

弱
さ
に
起
因
し
て
、
あ
ま
り
に
も
空

し
く
聞
こ
え
る
。
教
職
員
に
よ
る
「
深

い
ご
理
解
」
な
ど
全
く
不
可
能
で
あ

ろ
う
。
最
後
に
は
、「
大
学
全
体
が
一

体
に
な
り
大
学
改
革
を
進
め
て
い
た

だ
く
こ
と
に
期
待
し
た
い
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。
三
輪
議
長
は
、「
知
を
創

造
し
う
る
風
土
作
り
の
実
現
に
資
す

る
者
」（「
経
営
協
議
会
か
ら
選
出
す

る
学
長
選
考
・
監
察
会
議
委
員
の
選

考
に
関
す
る
基
本
方
針
」
２
０
２
２

年
６
月
）
の
一
人
と
し
て
、
こ
の
よ
う

な
期
待
が
実
現
さ
れ
る
と
本
気
で
考

え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
学
運

営
に
関
す
る
認
識
の
不
充
分
さ
を
露

呈
し
た
言
葉
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。 

⑸ 

「
議
事
概
要
」
に
は
、「
候
補
者

を
評
価
す
る
上
で
特
に
学
外
委
員
は

情
報
が
不
足
し
て
い
る
」
と
の
意
見

が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
意
見
」
は

大
変
貴
重
な
意
見
で
あ
る
。
今
回
の

選
考
・
監
察
会
議
の
信
頼
性
に
深
刻

な
問
題
が
存
在
す
る
こ
と
を
、
学
外

委
員
自
ら
が
白
状
し
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。 

そ
も
そ
も
、
今
回
の
会
議
に
お
い

て
、
経
営
協
議
会
か
ら
選
出
さ
れ
た

委
員
（
学
外
委
員
）
は
５
名
で
あ
り
、

こ
の
数
は
教
育
・
研
究
評
議
会
か
ら

の
選
出
委
員
４
名
を
１
名
上
回
る
。

経
営
協
議
会
か
ら
の
選
出
委
員
は
、

数
に
お
け
る
優
位
性
に
加
え
、「
候
補

者
に
関
す
る
情
報
が
不
足
し
て
い
る
」

状
態
で
「
候
補
者
を
評
価
」
し
た
こ
と

に
な
る
。
た
と
え
１
名
で
あ
っ
た
と

し
て
も
、
学
長
選
考
と
い
う
重
要
な

任
務
を
責
任
を
持
っ
て
果
た
す
た
め

に
必
要
不
可
欠
な
情
報
を
欠
落
さ
せ

た
形
で
、
こ
の
会
議
に
出
席
し
、
票
を

投
じ
た
委
員
が
い
た
と
す
れ
ば
、
そ

れ
は
極
め
て
重
大
な
問
題
で
あ
る
。

こ
の
点
か
ら
も
会
議
お
よ
び
当
該
委

員
の
責
任
が
問
わ
れ
る
。  

⑹ 
意
向
投
票
の
日
時
設
定
に
つ

い
て
、
例
え
ば
、
附
属
病
院
の
看
護
職

員
か
ら
は
、「
現
在
の
勤
務
体
制
で
は

投
票
に
行
け
な
い
」
と
の
声
も
聞
か

れ
る
。
こ
の
点
を
含
め
、
意
向
投
票
の

投
票
率
に
つ
い
て
は
原
因
・
理
由
に

関
す
る
調
査
と
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

少
な
く
と
も
、
そ
れ
を
怠
っ
た
ま
ま
、

投
票
率
の
低
さ
を
口
実
と
し
て
、
意

向
投
票
の
結
果
を
軽
視
す
る
こ
と
、

意
向
投
票
廃
止
に
向
け
た
議
論
へ
と

進
む
こ
と
は
決
し
て
許
さ
れ
な
い
。 

お
知
ら
せ 

 教
育
分
会
定
期
総
会 

 

日
時
：
１
２
月
２
６
日
（
金
） 

１
８
時
０
０
分
～
１
９
時
３
０
分 

オ
ン
ラ
イ
ン
も
併
用
し
ま
す
。
終

了
後
、
忘
年
会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
組
合
員
の
ご
出
席
を
お
願
い

し
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
後

日
ご
連
絡
し
ま
す
。 

 

新
潟
大
学
職
員
組
合
主
催 

「
学
長
選
考
を
考
え
る
」 

 

日 

時 : 

１
２
月
１
７
日
（
水
） 

１
８
時
０
０
分
～
２
０
時
０
０
分 

場 

所
：
総
合
教
育
研
究
棟 

Ｅ
２
６
０
教
室 

 

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
を
ご
希
望
の
方

は
、
こ
ち
ら
か
ら
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

登
録
後
、Zoom

の
ア
ド
レ
ス
と
パ
ス

ワ
ー
ド
が
表
示
さ
れ
ま
す
。 

登
録
フ
ォ
ー
ム
： 

https://forms.gle/mishBtrrAC

TE2NK69 
 

     

お
問
い
合
わ
せ
先
： 

新
潟
大
学
職
員
組
合 

電
話
：
０
２
５
（
２
６
２
）
６
０
９
６ 

メ

ー

ル

：

union@niigata-u-

union.sakura.ne.jp 

活
動
日
誌
・
予
定 

 

１
０
月 

３
０
日
（
木
）
引
継
ぎ
、
第
１
回
執
行

委
員
会 

１
１
月 

１
０
日
（
月
）
学
部
長
挨
拶 

２
０
日
（
水
）
第
２
回
執
行
委
員
会 

１
２
月 

９
日
（
火
）
職
員
（
学
務
係
、
総
務
係
）

と
の
懇
談
会
（
第
１
回
） 

１
１
日
（
木
）
職
員
（
技
術
部
）
と
の

懇
談
会
（
第
２
回
） 

１
５
日
（
月
）
第
３
回
執
行
委
員
会 

２
６
日
（
金
）
定
期
総
会
・
忘
年
会 

 

キ
ャ
ン
パ
ス
の
風
景 

 

解
体
工
事
が
進
む
生
協
第
２
食
堂
。 

解
体
さ
れ
る
の
は
建
物
だ
け
な
の
で

し
ょ
う
か
。 

（
編
集
：
岡
野 

勉
） 

https://forms.gle/mishBtrrACTE2NK69
https://forms.gle/mishBtrrACTE2NK69
mailto:union@niigata-u-union.sakura.ne.jp
mailto:union@niigata-u-union.sakura.ne.jp


 
 

（5） 
 

 


